
町
は
、
平
成
十
一
年
度
に
十
年
後

の
平
成
二
十
一
年
度
を
目
標
年
次
と

し
た
「
第
三
次
小
野
町
振
興
計
画
基

本
構
想
」
を
策
定
し
、
そ
の
構
想
を

具
現
化
す
る
た
め
平
成
十
二
年
度
か

ら
十
六
年
度
ま
で
の
五
ヶ
年
の
前
期

基
本
計
画
に
基
づ
き
施
策
を
展
開
し

平
成
十
七
年
度
を
初
年
度
と
し
て
、

平
成
二
十
一
年
度
ま
で
の
五
ヶ
年
を

計
画
期
間
と
し
ま
す
。

二
月
二
十
一
日
、
小
野
町
振
興
計

画
審
議
会
（
遠
藤
芳
助
会
長
）
は
、

町
よ
り
諮
問
さ
れ
た
第
三
次
小
野
町

振
興
計
画
・
後
期
基
本
計
画
に
つ
い

て
答
申
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
町
の
基
本
目
標
で

あ
る
「
定
住
と
交
流
と
快
適
環
境
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
具
現
化
す
る
た
め

の
方
針
が
決
定
し
ま
し
た
。

る
町
の
理
想
像
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
目
標
の
実
現
に
直
結
す
る
施
策
・

事
業
を
選
定
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
先

導
す
る
重
要
施
策
・
主
要
事
業
群
と

し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
平
成
十
六
年
六
月
に
内
閣

総
理
大
臣
の
認
定
を
受
け
た「『
健
康

と
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
』
に
よ
る
地

域
再
生
計
画
〜
五
万
人
生
活
圏
構
想
」

に
基
づ
き
、
本
町
の
社
会
資
本
、
地

第
三
次
小
野
町
振
興

計
画
・
後
期
基
本
計
画

の
概
要

計
画
は
、
基
本
的
な
体
系
に
つ
い

て
は
従
来
通
り
と
し
、
前
期
基
本
計

画
に
お
け
る
個
々
の
施
策
・
事
業
の

現
状
と
課
題
を
整
理
し
、
基
本
構
想

に
掲
げ
る
基
本
目
標
を
達
成
す
る
た

め
、
後
期
基
本
計
画
期
間
に
お
い
て

実
施
す
べ
き
施
策
等
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
、
施
策
内
容
に
つ
い
て
の
見

直
し
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、

施
策
の
中
か
ら
、
基
本
構
想
に
掲
げ

て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
は
、
右
支
夏
井
川
河
川
改
修

事
業
が
着
手
さ
れ
、「
こ
ま
ち
ダ
ム
」

は
平
成
十
八
年
度
完
成
の
予
定
で
工

事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
福
島
空
港

ア
ク
セ
ス
道
路
「
あ
ぶ
く
ま
高
原
道

路
」
も
昨
年
十
一
月
に
小
野
〜
平
田

間
が
供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー

ト
や
町
政
対
話
会
に
お
い
て
要
望
の

多
か
っ
た
火
葬
場
「
お
の
悠
苑
」
に

つ
い
て
も
、
平
成
十
四
年
四
月
よ
り

供
用
開
始
と
な
る
な
ど
、
社
会
資
本

の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

前
期
基
本
計
画
期
間
中
に
は
、
本

町
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
も
変

化
し
、
長
期
に
及
ぶ
経
済
の
低
迷
、

一
層
の
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中

で
、
地
方
分
権
が
進
展
す
る
な
ど
、

住
民
に
身
近
な
町
の
役
割
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。後

期
基
本
計
画
は
、
前
期
基
本
計

画
の
成
果
と
課
題
及
び
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
前
期
基
本
計

画
を
総
括
し
新
た
な
検
討
を
加
え
つ

つ
、
こ
れ
ま
で
の
基
本
方
向
を
尊
重

し
、
行
政
の
継
続
性
に
か
ん
が
み
、

今
後
五
年
間
の
計
画
的
な
行
財
政
運

営
を
推
進
す
る
た
め
に
策
定
す
る
も

の
で
す
。

遠藤会長より答申を受ける


